
2019年度（令和元年度）

南信高等学校新人体育大会

登山競技大会

期 日 2019年 9月27日（金）～ 9月28日（土）

会 場 八ヶ岳 編笠山、権現岳、西岳一帯

主 催 南信高等学校体育連盟

主 管 南信高等学校体育連盟 登山専門部



◇ 競技役員

大会長 埋橋 浩（伊那北高校長）

会場長 小池千尋（富士見高校長）

競技委員長 小西 透 （飯田風越）

鈴木健斗(岡谷南) 竹内一郎(岡谷工業) 立木雅彦(下諏訪向陽)

競技役員 福澤 桂(伊那北) 池迫一行(諏訪実) 酒井幸雄(飯田)

松本孝幸(下伊那農業) 半田敬一(OIDE長姫) 藤田晶子(OIDE長姫)

宮澤 豊(飯田風越)

◇監督及び引率職員

竹内 佳一（諏訪清陵） 鈴木健斗（岡谷南） 半田敬一（OIDE長姫）

三石 秀文 (諏訪清陵） 酒井幸雄（飯田） 中塚みね子OIDE長姫）

竹内 一郎（岡谷工業） 小西 透（飯田風越） 松本孝幸（下伊那農業）

宮澤 豊（飯田風越） 清水茂子（下伊那農業）

◇大会会場 八ヶ岳 編笠山、権現岳、西岳一帯

◇集合場所 富士見高原リゾートＢ１駐車場

◇宿泊場所 編笠山山麓 青年小屋幕営場 TEL 090-2657-9720

◇大会日程（行動予定）

９月２７日（金）

～９：２５ 富士見高原リゾート駐車場（Ｂ１駐車場）にて受付

９：３０ 開会式、日程説明、諸連絡

１０：００ 競技開始（メインザック行動） 青年小屋までのコースで読図競技

１４：００ 編笠山山頂

１５：００ 青年小屋幕営場（１日目競技終了） 設営、夕食準備、夕食

２０：００ 就寝

９月２８日（土）

４：３０ 起床、炊事、朝食

５：３０ 青年小屋幕営場出発、競技開始（サブザック行動）

権現岳までのコースで読図競技

７：００ 権現岳

８：３０ 青年小屋幕営場へもどり、撤収

９：００ 出発 （メインザック行動）

西岳経由富士見高原リゾートまでのコースで読図競技

１４：００ 富士見高原リゾートへ下山（競技終了）

１５：３０ 閉会式

１６：００ 解散



競技方法

・１チーム１～４名の対抗戦とする。メンバー変更は、当日受付までとし、以後２日目

競技終了まで変更は認めない。

・コースオリエンテーリング（登山道上のポイントを競技用地図に正確に落とす）

を行い、得点により順位決定する。

・競技中の行動は、隊行動とし、休憩毎にチームの順序を入れ替える。

・競技用地図は大会本部で用意するが、雨天に備え競技用地図を濡らさない工夫をする

こと。

・表彰は男女とも３位までとする。

・競技中は常にチーム行動とし、同一校であってもチーム間での相談は厳禁とする。ス

ポーツマンシップに則って競技すること。

・競技中は、ＧＰＳ等の位置測定機能を有する機器（携帯電話、スマートフォン、一部

のデジタルカメラ、時計など）、および気圧高度計の使用は禁止とする。違反した場合

は、失格とする。

・競技は雨天決行であるが、悪天候の場合や、道路状況によっては、日程・競技内容が

変更になる場合がある。

◇ その他

・富士見高原リゾートの駐車場は、ゴルフ練習場受付下のＢ１駐車場を使ってください。

なるべく（入口から遠い側）から詰めて駐車するようにお願いいたします。

・事前に事故、怪我等に対応できる保険に加入しておいてください。

・9月下旬から 10月初旬の１泊２日の山行に適した装備・食料（１日目昼食・夕食、２

日目朝食・行動食）を準備してください。ガソリンの使用は禁止します。薪を炊事の

燃料とすることは禁止します。

・水場（乙女の泉）はテントサイトから徒歩５分弱のところにあります。

・天候急変や非常時に備えた装備（フリースやセーター、手袋、帽子またはヘルメット、

雨具、ヘッドランプ、化繊の衣類、着替え）を準備し、非常食、飲み物は必ず持参し

てください。

・テント場は標高約 2400mで朝晩はかなり寒くなり、降霜や凍結もありえます。必ず防

寒対策をしてください。テント泊者（生徒）も、青年小屋内のトイレを使えます。

・国土地理院１/25000地形図では「八ヶ岳西部」の範囲ですが、本大会では行動エリア

全体を含む地形図で可とします。コンパス、黒色ボールペンを持参してください。

・選手はテント泊¥600/人、監督、顧問はテント泊¥600または小屋泊（１泊２食¥8500

か 素泊まり¥5500、寝具あり）とします。小屋での宿泊を希望される場合は、事前に

ご連絡ください。会計は学校ごと小屋の受付でお願い致します。



◇選手名簿



◇緊急時連絡系統図

救急 事故現場（委員長） 保護者

119 小西 透 引率職員

諏訪警察署 松本 孝幸(救護） 学校

0266-57-0110 090-4161-3898

①負傷者の手当て 南信高体連事務局 県高体連局

医療機関 ②安全の確認 （理事長） 事務局

（別記） ③状況の把握 原 正彦 026-

④二次災害の防止 0265-95-3398 234-1240

⑤事故後の指導

など

南信高体連会長

伊那北高校長

会場責任者 埋橋 浩

富士見高校長 0265-72-2221

小池 千尋

0266-62-2282

１．応急手当及び安全の確保

①救護担当者または学校関係競技役員（以下役員）、救護係は負傷の程度を確認し可能

な応急手当を施す。

②他の役員が救急車の出動を要請し、到着するまでの間に関係者から事故の状況を把

握しておく。

③救急車には役員及び引率者が同乗する。

④現場に残った役員は生徒達の不安を取り除き、大会の中断や中止を検討するととも

に、現場の保存を行う。

２．危機管理体制の確立

①専門委員長は緊急時のマニュアルに基づき、関係役員に対応を指示する。

②記録者を定め、事故発生時の状況や発生直後の対応など、事故の経緯について簡潔

かつ詳細に記録する。

③情報の混乱を避けるため、関係機関との対応はすべて専門委員長があたり、窓口を

一本化する。

◇関係機関連絡先

青年小屋（権現小屋） 090-2657-9720 ／ 0551-36-2251

救急車 119

諏訪警察署 0266-57-0110

富士見高原病院 0266-62-3030

諏訪中央病院 0266-72-1000

諏訪赤十字病院 0266-52-6111


